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【背景】これまで肥満ではなく糖尿病も有さない健常者においてインスリン抵

抗性は 2 型糖尿病の危険因子であることが報告されているが、肥満度の低い日

本人集団では検証されていない。そこで肥満・糖尿病を有さない日本人におい

て、インスリン抵抗性が血糖コントロール指標と関連するかについて検討した。 
【方法】都市住民の健常者 1,083 名（男性 323 名、女性 760 名、平均 BMI 21.5 
kg/m2）のデータを用いて断面研究を行った。交絡因子調整後におけるインスリ

ン抵抗性の指標（HOMA-IR）と血糖コントロール指標（HbA1c、1,5-AG、空

腹時血糖）の関連について、多変量回帰分析で検討した。 
【結果】交絡因子調整後の結果において、男女とも HOMA-IR 最低三分位群と

比較し、最高三分位群で HbA1c および空腹時血糖が有意に高かった（男性: 
HbA1c; β = 1.83, P = 0.001, 空腹時血糖; β = 0.49, P < 0.001、女性: HbA1c; β = 
0.82, P = 0.008, 空腹時血糖; β = 0.39, P < 0.001）。また男性でのみ、HOMA-IR
最低三分位群と比較し、最高三分位群で 1,5-AG が有意に低かった（β = −18.42, 
P = 0.009）。 
【結論】肥満・糖尿病を有さない日本人において HOMA-IR は血糖コントロー

ル指標と関連しており、肥満や糖尿病を有さなくてもインスリン抵抗性が血糖

コントロールに影響を及ぼしている可能性が示唆された。 
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